
IPCC報告書の種類

1. 評価報告書（Assessment Report）
•気候変動に関する科学的・技術的な評価を総合的にまと
める報告書。通常、各作業部会（Working Group I, II, III）が
作る報告書3巻とそれらをまとめる統合報告書から成る。

2. 特別報告書（Special Report）
•気候変動に関わる特定の問題に関して評価を行う報告書。
通常、取り上げる問題の内容に応じて、作業部会のいず
れかが単独あるいは共同で作成を担当する。

3. 方法論報告書（Methodology Report）
•温室効果ガスインベントリー作成のための方法論（温室
効果ガス排出量・吸収量の算定方法）を提示する報告書。
インベントリータスクフォースが作成を担当する。



AR6サイクルに作成されるIPCC報告書

承認時期 報告書

2018年10月 1.5℃の地球温暖化に関する特別報告書 (SR15)

2019年5月 2019年改良版インベントリーガイドライン
(2019年方法論報告書)

2019年8月 気候変動と土地に関する特別報告書 (SRCCL)

2019年9月 変動する気候下での海洋と雪氷圏に関する
特別報告書 (SROCC)

2021年4月 第6次評価報告書：自然科学的根拠 (WGI) 

2021年9月 第6次評価報告書：気候変動の緩和 (WGIII) 

2021年10月 第6次評価報告書：影響、適応と脆弱性 (WGII) 

2022年4月 第6次評価報告書：統合報告書 (SyR)
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 2023年以降の次期サイクル（AR7サイクル）では：
 気候変動と都市に関する特別報告書

 短寿命気候強制因子(SLCF)排出量計算に関する方法論報告書

が作成される予定。




